
１ 学校教育関係

(1) 学校別就学児童生徒数

ア 小学校 令和４年５月１日現在

イ 中学校 令和４年５月１日現在

教 育 委 員 会 事 務 局 学 校 教 育 課

学校名
前年度 本年度 増 減

校長名
学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

明道小学校 14 315 14 314 △1 岡崎 尚二

義方小学校 20 439 19 421 △1 △18 藤田 耕一

啓成小学校 14 268 15 276 1 8 隠樹 佐与志

就将小学校 18 357 18 344 △13 三木 徹

車尾小学校 22 502 21 498 △1 △4 永井 修

福生東小学校 25 543 25 548 5 錦織 剛一

福生西小学校 14 258 14 276 18 大塚 恵子

福米東小学校 24 577 28 560 4 △17 井田 剛

福米西小学校 27 614 27 601 △13 内田 弘之

加茂小学校 25 543 25 555 12 吉田 誠克

河崎小学校 11 204 11 209 5 吉田 章一

住吉小学校 27 620 28 597 1 △23 村中 祥宏

尚徳小学校 8 172 8 176 4 足立 彰子

五千石小学校 8 121 8 120 △1 戸谷 譲司

彦名小学校 13 216 12 216 △1 松嶋 和広

崎津小学校 8 140 8 143 3 小谷 良夫

大篠津小学校 9 80 9 85 5 笠井 和観

和田小学校 8 94 8 86 △8 福田 哲周

弓ヶ浜小学校 22 501 21 495 △1 △6 山本 美江

成実小学校 8 152 8 159 7 森本 繁

箕蚊屋小学校 16 285 16 286 1 灘脇 俊彦

伯仙小学校 19 384 18 365 △1 △19 坂本 貴俊

淀江小学校 22 517 22 513 △4 土江 紀行

合 計 382 7,902 383 7,843 1 △59

学校名
前年度 本年度 増 減

校長名
学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

東山中学校 16 372 16 373 1 髙多 宏樹

福生中学校 15 377 14 376 △1 △1 安次 里絵

福生中学校いずみ分校 3 6 2 7 △1 1 安次 里絵

福米中学校 22 576 22 604 28 福田 知浩

湊山中学校 15 344 15 327 △17 林原 ゆかり

後藤ヶ丘中学校 23 530 23 559 29 松尾 直樹

美保中学校 9 155 8 143 △1 △12 小谷 斉

弓ヶ浜中学校 14 316 15 353 1 37 勝本 秀人

尚徳中学校 11 244 11 239 △5 奥田 和弘

加茂中学校 13 346 14 361 1 15 大塚 秀策

淀江中学校 11 251 11 259 8 宇城 明

合 計 152 3,517 151 3,601 △1 84



ウ 組合立中学校 令和４年５月１日現在

(2) 指導関係

ア 学校計画訪問

学校の管理・運営の実態及び教育実践の状態を把握するとともに、当面する問題点や現場の意見を聴取した。

訪問校 17校

臨時訪問校 35校

イ 知能検査、心理検査の実施

(ｱ) 小学校２年・４年、中学校１年に知能検査実施

(ｲ) 小・中学校全学年に心理検査実施

(3) 研修関係

教員の派遣研修

ア 小・中学校管理職研修会（８月）

イ 小・中学校教頭研修（６、８、11月）

ウ 小・中教務主任研修会（小：６月、12月 中：７月、12月）

エ 特別支援教育研修会（５月、３月）

オ 小・中学校人権教育研修講座（６月）

(4) 障がい児の就学指導

米子市教育支援委員会を８月、９月、11月、１月に開催し、個々の障がいに応じた適正な判定と就学指導につい

て審議した。

(5) 不登校児童生徒対策事業

教育支援センターぷらっとホームにおいて、市内小・中学校の不登校および不登校傾向児童生徒を対象に学習支

援、自立支援を実施した。

(6) 学校評議員制設置事業

コミュニティ・スクール未導入の学校については、地域住民の信頼に応え、より一層地域に開かれた学校づくり

を推進していくため、保護者や地域住民等から学校評議員を委嘱し、意見を聴き学校運営に反映した。

(7) スクールソーシャルワーカー活用事業

教育委員会に専門的知識や技能を有するスクールソーシャルワーカー８名の配置、及び、専門的知見を有するス

ーパーバイザーを外部委託し、問題を抱えた児童生徒に対し当該児童生徒が置かれた環境への働きかけや、関係機

関とのネットワーク活用などの支援活動を行った。

(8) 通級指導教室整備事業

明道公民館３階と市内小中学校に通級指導教室を設置し、支援の必要な子どもたちのニーズに応じた指導や支援

を行った。

(9) 小学校少人数学級の実施

少人数学級（１年生から３年生は１学級30人、４年生から６年生は１学級35人）の実施に伴い、３年生から６

年生について加配教員（13校 23人）に要する人件費の一部として4,600万円を鳥取県に寄付した。(１学級当た

り200万円)

学校名
前年度 本年度 増 減

校長名
学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

箕蚊屋中学校 18 429 18 427 △2 金川 朋史



(10) 中学校少人数学級の実施

少人数学級（１年生は１学級33人、２・３年生は１学級35人）の実施に伴い、２・３年生の加配教員（７校

13人）に要する人件費の一部として2,600万円を鳥取県に寄付した。（加配教員１人当たり200万円）

(11) 英語指導助手配置事業(民間委託事業)

６名の英語指導助手が市内小学校・中学校の巡回英語指導を実施した。

(12) 児童生徒定期健康診断

ア 結核健康診断

結核健康診断問診票により、要精密検査となった者又は学校医その他の担当の医師において必要と認める者

に対して、胸部エックス線直接撮影等の精密検査を実施した。

イ 心電図検査

小学校第１・４学年および中学校第１学年全員を対象に実施した。

ウ 尿検査

全児童、生徒を対象とし、試験紙法によって蛋白・糖・潜血の三法で実施した。

(13) 教職員定期健康診断

ア 定期健康診断

教職員を対象に定期健康診断を実施した。

イ 結核健康診断

教職員を対象に胸部エックス線検査を実施した。

ウ 胃の検査

40歳以上の教職員を対象に胃部エックス線透視撮影を実施した。

区 分
精密検査

有所見者 異常なし
対象者数 受検者数

小学校 1 1 0 1

中学校 2 1 0 1

合 計 3 2 0 2

区 分 対象者数 受検者数 要精検者数

小学校
第 1学年 1,319 1,318 27

第 4学年 1,275 1,273 15

中学校 1,345 1,331 31

合 計 3,939 3,922 73

区 分 対象者数 受検者数
陽性者数

蛋白 糖 潜血

小学校 7,846 7,823 13 2 60

中学校 4,027 3,965 35 2 78

合 計 11,873 11,788 48 4 138

区 分 受検者数

小学校 466

中学校 269

合 計 735

区 分 受検者数 被発見者数

小学校 454 0

中学校 264 0

合 計 718 0

区 分 受検者数

小学校 153

中学校 96

合 計 249


